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人生を共に生きるまち
ー石川県河北郡内灘町における定住するためのグランドデザインの提案ー

212020 葛葉里紗

町の概要
石川県河北郡内灘町

面積：20.33 ㎢

東西の距離：2.9km　南北の距離：9.0km　最高海抜高度：58.81m

人口：25,836 人（2024/5 月末）

町域の 8割が砂丘地上にあり、残りが河北潟に干拓地

地盤が弱いため能登半島地震では液状化の被害も大きかった

周辺自治体：金沢市・かほく市・河北郡津幡町　河北郡に所属しており、かほく市、津幡町と

共に金沢都市圏に含まれている　いわゆる金沢市のベッドタウン

河北潟があり、県内でも有数の野鳥や植生が観測される

河北潟

面積：4.20 ㎢ ( 干拓前：23㎢）

周囲長：24.8km（干拓前：37km)

最大水深：6,5m

成因：海跡湖→淡水湖

湖沼型：富栄養湖

約 5000 年前には海だったとされ、内灘砂丘の形成により湖盆が形成された海跡湖

海跡湖であったが、1960 年から金沢農地事務所による干拓事業で防潮水門が設置されたことで淡水湖になった。

干拓により、水面面積は約 4分の 1に縮小したが、干拓後も湖沼としては石川県で最大の面積。

町の現状

駅周辺改修

ゾーニング

住宅地の改修・改善生活の緑地

快適で安全な歩道の提案

現状からの改善提案

ダイアグラム

現在の駅周辺は閑散としており、金沢市へ行くという目的

としての手段としてのみ使われている。

浅野川線の始発駅でもあり、要でもある

場所であるため、駅舎の改修や駅周辺を

開発することを目的とした。

溜まり場を生み出すこと、交通で駅を利用するだけでなく、それ以外の利用目的を増やすことで、

駅に人が留まる時間と要素を生み出すことで駅に賑わいを作る。

１：目的と滞在時間に応じたカフェの設置
カフェを三つ設置したのには意味がある。それぞれの意味や場所で気分によって利用者を分散するカフェの目的としては、電車や人の待ち時間、ゆったりと過ごす時間、

ちょっとした休憩、勉強場所、賑やかに話に花を咲かせる場所であるなど、多岐にわたる。またそれぞれのカフェにそれぞれのコンセプトを持たせることでいたい場所を

気分によって選べたり、それぞれが快適に過ごすことを目的とする

２：駐車場・駐輪場の設置
元々駐車場がなく、送迎場所もバス・タクシーの場所と同じだったために混雑しているものだったのを解消

駐輪場も多方面に配置することで、街全体からの利用する利便性を高める

３：緑地
駅周辺には街路樹が少しあるだけだったのを駅広場を作り、そこに大きな緑地と樹木を配置

樹木を北西に配置することで日本海側からの潮風による塩害をなるべく軽減する効果もある

４：商店街や一時託児所の設置
駅前に昔は商店街があったが、現在はなくなっている。駅が、交通だけに利用される面がここにあると考えられる。

商店街を作ることでついでの買い物を行うことや、一時託児所を設置することで気楽に買い物がしやすい面や子育て世帯がお互いに息抜きができる

５：駅広場を大きく取ることで町に駅が開く
駅はどうしても表裏ができやすい上に駅に留まれる場所がなく、閑散な雰囲気があった。

そのため駅広場を大きく設けることで人の姿を見ることができ、人が自然と集まれるようにした。

金沢市

かほく市

津幡町

町の地形

現在 計画後

町全体計画図
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人の溜まり場・施設

防風林

計画前は人の溜まり場が少なく、農地が住宅地を挟んでいるため人が分散しにくく、また人の溜まり場も使う人が限定されている現状がある。

計画では、従来は農地であった東にも人の溜まり場的空間を縦に生み出すことで町の全体の一体感を出した。

　町の北部は震災による液状化被害が大きくみられた。住宅は 6割ほど倒壊しており、撤去をしなければならなくなっている。

元々河北潟の干拓地だったため地盤が弱く、再度液状化による住宅や道路の崩壊や倒壊も予想されることを念頭に置かなくてはならない。

そのため改築・新築する際には 1階平屋建てとし、ある程度住宅を離して配置することでお互いの住宅に被害が干渉し合わないようにする。

　住宅を再配置する上で空白の空間を多く設置した。

空白の空間では、公園・広場的な利用もできる上に有事の際に人が集まることのできる場所になり、

通常では子どもたちが気軽に遊べる空間になる。

またこの地域は植生を住宅地に多く取り込むことで他の地域にはなかなか見られない独自性を持つ。

　そしてこの地域にまた人が定住してくれるように地域再建のための援助をさまざまに行う予定である。

助成金や暮らしのサポートを行政と民間の団体どちらともと行うことや引越しの際に転職を必要とするのであれば

町の中の求人を斡旋することもできる。人の暮らしを安全だけではなく基盤から支える仕組みづくりを行う。

植生

人が滞在する時間が長いため、近く遠くから見ても楽しむ・落ち着くことができる季節を感じられる植栽

植栽条件としては

・雪にある程度強い・潮風に強いこと　などが挙げられる

樹種

キンモクセイ、サクラ、ソヨゴ、ナナカマド、ヒトツバタゴ、シラカシ、ヒノキ、イロハモミジ、

シナノキ、エゴノキ、クヌギ、など

地形としては砂丘を河北潟・日本海が挟む形となっている。

東西に土地の高低差があるため、基本的に南北に長い土地

利用がされていることが特徴である。

　この場所では人々が日々利用する中にビジターセンターや水辺広場を配置。

河北潟は県内でも有数の野鳥の観測や水辺植物の生育場所でもある。

しかし、住民にとってその認識はなく、あまり知られてはいない。

そこで自然を知り親しみを持つことができるビジターセンターを設計することで

子どもたちのみならず、大人たちも改めて河北潟が持つ自然を学ぶことができるとともに、

ビジターセンターでは、河北潟で絶滅危惧種や減少種を保全・研究することも目的とする。

　また、水辺広場ではこの地域内で働いている親の帰りを待つ間同じ境遇の同年代の子供と遊ぶこと

が可能であり、近くで子どもが遊んでいる安心感を家族にも与えることができる。

そして道路からは樹木を挟んで離れていることや大きな面積があることから、

道路への飛び出しや遊び場取り合いのトラブルも少なく、見通しの良い場所もあることで

安全に遊べることができる利点がある。

　内灘中学校の前には、元々陸上競技場があり、学校の授業で利用されている

だけではなく、町の中でのイベントの開催場所にもなっており、

利活用されていた。

　しかし、地震の影響により元々陸上競技場の設備の老朽化や、

歩道橋の安全性が失われることとになり、現在は利用を一時休止している。

しかし、この場所の付近は横断歩道の数が少なく、陸上競技場の前は

スクールバス、まちバス、中学校への送迎をする車などに利用されていた

事実があり、歩道橋が利用できない今でも利用はされている。

そのため、車通りが少ない時に道路を渡る人々が度々見受けられる。

その状態は危険であり、交通量も多いためいつ事故が起こってしまうかわからない。

その状態を解消するため、より頑丈で車も歩行者もお互いに過剰な配慮をしなくても

済むような歩行空間と車道空間の棲み分けを提案する。

　新しい住民だけではなく、元々住んでいた住民に対してもサポートを

行う。主には住宅建て替えの助成金や町中での空き家に引越しや

拠点を変え生活する際の手続きのサポートや引越し前後での

聞き取り調査などを行うなどし、生活のアフターケアを徹底する。

　地震はいつ起こるかも同じような被害やそれ以上の被害を受けること

もある。

行政ではできるだけサポートをするが被害を最小限に抑えるために

なるべく平屋住宅として建築を推奨すること、道路の拡張、

住宅が過度に密集しないこと、等高線をなるべく操作し、

住宅内でなるべく高さが異なることのないようにしていく。
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歩行空間

車道空間

自転車

区別することでお互い気を遣わない空間に

こっちの方が通学もワクワクするかも

今までの町はぽつぽつとでしか賑わいの場がなく、連続していなかったり、その場でしか

賑やかな雰囲気がなかったが、生活の緑地が増えたことで林帯遊歩道と共に町を南北に

繋げる軸となることで、賑わいの場を繋ぎ、途切れないことと円として存在することで、

全体としての一体感を出した。

ベッドタウンであり

人口はいるが、

経済・産業は

近隣の市に依存

あるだけの公園で

利用や管理が

されてない場所が多い

人がぎりぎり歩ける

歩道や通学路には

適していない道も

新しく整備された地域と

昔から人が住んでいた

場所の利便性と

少子高齢化の差が顕著

生活する上では

困らないが、

車で他の地域に行くため

休日に

町で過ごすことがない

子どもを育てる上での

福祉は充実しているが、

大人になった時に町で

働く場所・

学ぶ場所が少ない

ベッドタウンで他の市に依存せざるおえない状況不便ではないから住んでいるのであって、場所に愛着を持っていないのではないか

↓

進学や就職を機に町から転居する人が多い町の存続が難しくなったり地域として成り立たなくなる

住み続けたいと思う理由を作ることで転居しても戻って来たいと思える場所に住み続けることのできる環境と魅力を生み出す必要がある

町の中で完結する新たな経済圏を
生み出す

農業や工業など元々栄えていたものがある

が担い手や就業環境の減少のため認知が少

ないまたベッドタウンである影響もあり他

の市町村で就業する人達が多い

↓

町の中で働ける場所を増やすことで仕事の

ための移動時間の削減と町の産業の復興と

発展を目指す

災害による液状化の復旧

地震で液状化の被害を多く受けたため住宅

の崩壊やライフラインの断絶、住宅の取り

壊しのお金の問題や公共の場も中々手をつ

けられていない現状

↓

自治体による率先した復旧や修復より安全

な町内地域への移住の提案、空き地の有効

活用を目指す

居心地の良い緑地空間を作る

公園の数は多いが利用頻度が少ない公園や

遊具が一つもなく日陰がなく、公園にも利

用者数やしやすさの差が大きくあるだけの

公園も多い

↓

自然を感じられる緑地空間を提案すること

で自然を楽しみ親しみを持つことができる

またヒーリング効果を与えたり、運動不足

も解消する

新たな交通の提案歩道を歩きやすく

通学路であっても歩道が狭く危険な場所が

多い。町を 100 円バスが運行しているが。

電車との接続が悪かったり、本数が少なかっ

たりと不便

↓

歩道を歩行者が安心して利用できる空間に

する自分が使いたい時に利用できる。新し

い交通を提案することで町の中の移動をし

やすく

　私の地元である石川県内灘町。海からは潮風が吹き、河北潟にはたくさんの鳥たちが穏やかに過ごしている。目立った特徴があるわけではない、しかし住

んでみると静かで穏やかで住みやすい地域だと感じることができる。でも、それは住んでみないとわからない。

　2024 年 1月 1日記憶に新しい、能登半島地震が起こった。

能登より被害は大きくない。しかし、町は場所によって大きな被害差が生まれた。内灘町は、高低差が激しく海抜の差は 58mほどもある。

また低地の方では、河北潟を干拓した土地であったり、元々は田んぼであった場所を埋めてて住宅地として利用していたために、地盤が弱く、液状化が多く

みられた。液状化により家屋の倒壊、ライフラインの停止、公道の起伏など人々の生活を混乱させることになった。その結果、引っ越すことになった人もいる。

　地震が起こる前から、町の経済の問題がある。内灘町は金沢市のベッドタウンとして、経済を発展させていた。そのため、周辺自治体にかなり依存してお

り、町の経済圏は最低限のものになっていると考えられる。周辺自治体には、大型ショッピングモールや商業施設が栄えているのに対して、町に唯一のコン

フォモールの中は半分以上が閉店し、閑散とした状態である。

　ターゲットは子どもに。町の将来を担うのは子どもであると私は考える。そのために子どもたちが将来も「ここに住み続けたい」と言う定住の理由や魅力

を作るべきであると思う。では、ここに住み続けたいと思う町はどんな町なのだろうか。町の現在の魅力や特徴、あり方やこれからを紐解き計画することで、

他の町にはない内灘町のこれからを考えることで定住し続けたいと考えるのではないか。子どもたちに小さな頃からこの町への愛着を持たせることが出来る

のは、この町で家族と過ごした記憶であると思う。町のこの公園で遊んでもらった、保育園の帰り道にここをよく通った、このお店に家族とよくご飯を食べ

に来ていた、買い物は大体ここにいく、などの些細な日常の積み重なりが町を知ることやこの町で過ごすことが当たり前になる。特別な大きな思い出ではな

く、些細なことでも小さな思い出はきっかけにもなるし、もし将来内灘町に定住することがなく他の町に住むことになっても、内灘町に住んでた頃を思い出

せるような当たり前で暖かい日常が町に住んでいる家族分溢れるといいなと思っている。

　また、定住したいと思えるだけではなく、定住出来る要素が町にある必要がある。仕事や居住地は、生活の基盤でこれからの人生に直結すると言ってもい

い。大学に進学し、就職をするにあたって町に就職先がないと居住地としても選ばれるのは難しい。現状のようにベッドタウンとして、周辺自治体に就職す

ることだってもちろんあるが、都会に比べると母数はもちろん少なくもなるし競争率も高くなる可能性がある。また就職したとしても内灘町から通勤するに

は車がメインになることが多いが、通勤ラッシュ時は通常よりも 2倍は通勤時間がかかる。通勤時間が減れば、それだけ時間の余裕ができ他のことにも使え

るし、町の中で様々な職業が就労出来る場所が増えることで町全体の利益の増加や、働き手の増加による居住地の整備が行われたり、それこそ定住し続ける

選択肢として残るのではないかと思う。子どもたちががずっとこの町に住み続けることのできる選択肢があることで、人生を町と一緒に歩むことのできる町

になる。

生活の緑地では生きる上に欠かせないものが詰まっている。主には職場が多くある。

現在の内灘町は職場がそもそも少なく、町外への勤務が多いため日中は町内にいる

人が少ない。そのため通勤時間が町の中で働くのに比べ多くなるので町の中で過ご

す時間や家族と過ごす時間が少なくなる。この場所の目的と目標は、町の中に新た

な勤務場所を増やすとともに内灘町の特色ある産業を守っていくこと、そして勤務

場所が増えることにより、住民がこの場所で勤務することで時間に余裕を作り、出

勤時間に当てていた時間を他のことに活用できるという利点がある。

　敷地内は自家用車は走らせない。理由としては、道が

混雑することによる会社の搬入搬出のトラブルを無くす

ことや自家用車によるエネルギー排出量を減らすことで

ある。自家用車の代わりに敷地内を誰でも乗ることので

きるカートを設置。生活の緑地内の交通格差を無くすこ

とや、人と乗り合わせを行うことでコミュニケーション

が生まれることができる。また、カートには自動運転機

能をつけることでカートが敷地の規定範囲から出ないよ

うにすることや、運転免許証がなくても使えることがで

きる。自然を楽しむことができる移動手段でもあり、自

家用車のガソリンの使用量を減らすことができる。

　また船を運行することで金沢市の方に商品を素早く出

荷できる点やゆったりとした時間を過ごすことのできる

機会を提供するなど、この場所独自の移動手段の提案と

移動手段によってより自然を身近に感じられるようにし

た。

広くした道路と広がる緑地

　この場所を計画する際に隣接している県道の道路拡張も

行った。この県道も液状化によって歪んでいたり、そもそ

も道路の幅が狭かったため歩道と車の距離が近かったり、

自転車がいると歩道・車道ともに危険な場合もあるために

お互いに気を遣わないように計画した。

　また歩道は緑地内に計画することで歩く際に退屈させな

い仕組みを作る。

　運転している時にも自然が目に入ることで疲れを軽減さ

せたり、四季折々の植生を感じることができるために飽き

させない地域作りができる。

植生

保全植生

　町の中での植生に統一感を出すために共

通な植物を飢えながらも独自の植生を持つ

ことで過ごす人を楽しませる。

高木

メタセコイヤ、クロマツ、ヒノキ、イロハ

モミジ、スダジイ、イチョウ、エゴノキ、

サルスベリ、サクラ、ハナカイドウ

中木

ヤブツバキ、カシワ、コバノトネリコ、サ

ワフタギ

低木

サツキツツジ、チャノキ、オタフクナンテン、

シジミバナ、コデマリ

その他

ガマ、アシ

　河北潟は特徴的な植物が多くある。干

拓地になったことで姿が失われつつある

植生も多く存在する。その中でも何種か

をピックアップし、ビジターセンターで

研究。保全するだけでなく、現在の河北

潟のあり方でその植物たちが自分の力で

生育圏を広げられるのかを検討する必要

があると考え、実際に敷地内にも植栽す

ることで、経過観察するなどの目的を要

する。

・ミズワラビ（ミズワラビ科水田雑草）

・ゴキヅル（つる性の一年草）

・ホザキノフサモ（アリトウグサ科）

・クロモ（トチカガミ科・沈水植物）

・エビモ（ヒルムシロ科・沈水植物）

・ミズアオイ（ミズアオイ科の一年草）

・ミクリ（ミクリ科）

動物たち

植栽

　地域としての統一感を持たせ、植栽の管理を複雑化しな

いようにある程度の種類に絞る。また、有事の際に火が燃

え移らないようイチョウを植樹したり、見通しが良く、安

全で安心できるようにするため高木ばかりを植栽するので

はなく、低木も交えて植栽することで空間の密度は下げず

に自然と暮らせる空間を生み出す。

・イチョウ・メタセコイア・キンモクセイ・コデマリ・シ

ジミバナ等

エコトーン（移行帯）の模式図

沈水植物群落水辺林 抽水植物群落 浮葉植物群落

　河北潟の周辺低地の原植生としてはヨシを優占種にハンノキやヤナギ類といった木本、シロネなどの湿性植物を交えたヨシ群

落が広がっていたものと想定されている。

　現在の河北潟周辺地域の重要な植物群落として取り上げられるなら潟の湖岸に広がるヨシ群落が取り上げられる。ヨシ群落は

元々の潟の湖岸に残された群落ではなく、堤体の築造・湖岸の改修に伴って二次的に再生した群落である。ヨシ群落はは自然景

観の保全や湖岸の侵食防止並びに水質の保全機能がある。

　河北潟の重要な植物群落として、湖岸の抽水植物群落としてのヨシ群落のみならず、干拓地など陸域に残るヨシ群落も合わせ

て保全していく必要がある。

異なる居やすさを持つカフェがあることで
気分によって使い分けできる

駅にはコンビニやドラッグストア、
カフェや待合室を設備することで
待つ時間を有意義に

一時託児所があることでこどもと短時間離れるだけでも
心の余裕ができたり買い物を早く済ますこともできる

多方向に駐輪場を設置することで
いろんな方向からも利用しやすくなる

バス停・タクシー乗り場が送迎レーンから
距離があることで事故の危険性が低まり、
利用しやすくなる

病院群があることで
困った時はここに来ればいいという安心感をもたらす

仕事をしている間こどもの面倒を
見てくれるお互いに安心な場所

仕事終わりにさっと寄れてさっと帰れる場所
この場所でできた商品も購入できる

河北潟は富栄養湖なので
なるべく改善するためばっ気などを行う

内灘町でとれた特産品を加工し、地産地消を行いながら
内灘町の特産品のブランド化を行うことで
周辺自治体に魅力を知ってもらう

船に揺られて町を見れる

河北潟

日本海

金沢医科大学病院

大根布小学校

内灘中学校

鶴ヶ丘小学校

向粟崎小学校

内灘高校
清湖小学校

内灘駅

白帆台小学校

西荒屋小学校

内灘駅

観光案内所

飲食店街

駐輪場

駐輪場

駐輪場

駐車場

商店街
一時託児所

カフェ

カフェ

公民館

バス停・タクシー乗り場

送迎レーン

送迎レーン

船着場
肉加工場

駐車場

駐車場

駐車場

駐車場

駐車場

飲食店街

田んぼ

水辺広場

ビジターセンター

陸上競技場

病院

繊維工場

水質管理場商店街

託児所

乳製品加工場

出荷管理場

農作物加工場

船着場肉加工場
駐車場

駐車場

駐車場

駐車場

駐車場

飲食店街

田んぼ

水辺広場

ビジターセンター

陸上競技場

病院
繊維工場

水質管理場商店街
託児所

乳製品加工場

出荷管理場

農作物加工場

牧場

内灘町役場

内灘町文化会館

畑

林帯遊歩道

内灘町総合公園

ハマナス恐竜公園

日常の全てはここで完結する私のまちづくり 10か条

河北潟には今も動物たちが生息している。生き

物たちの住処を奪わないことも重要になる。

・モグラ・イタチ・ハクビシン・ニホンノウサギ

・タヌキ・キツネ・イエコウモリ等
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飲食店街

ビジターセンター駐車場

駐車場

倉庫

倉庫

水辺広場

田んぼ

飲食店街など人がくる施設を
道路側に置くことで人を緑地に呼び込む効果

田んぼで使う農具や機械、肥料の保管庫

近場に水辺と緑地があることで人にも自然を感じてもらいやすく、
建物の内外でし zんを学ぶことができる

新しく水場を作ることで水路にしか生息しない
河北潟の植物を保全することや
分岐した場所で動物たちの人が来にくいすみかを作る


